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ECUの増加で膨⼤なデータの処理
⾞載イーサネットの採⽤

⼀つのネットワークに統合
QoS制御可能なIEEE 802.1TSNを採⽤

研究背景

ネットワーク環境からQoSの推定は困難
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SPQとFPを多段に⽤いた
ネットワーク環境でのQoSの推定⽅法

研究⽬的

実験環境

sender switch receiver

負荷
ECU

switch

負荷トラヒック

負荷
ECU

評価⽤トラヒック

100BASE-T1

SPQとFPを使⽤
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実験内容

実験結果
𝟐

𝟔

𝟓
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ℎ
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𝑙
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︓最⼤遅延(ms)
︓ホップ数
︓評価⽤トラヒックの
フレームサイズ(bit)

︓負荷トラヒックの
フレームサイズ(bit)

︓ダミー変数
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実験結果
⾃由度調整済み重相関係数
実験D: 0.753

まとめ

・FPの効果を定量的に評価
・得られた推定式の有効性を確認
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𝑦 𝑥

多段なネットワークにおいてSPQとFPを⽤いた最⼤遅延の推定⽅法を実験により検討


